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いつも熱いご支援、ありがとうございます。

第１２回
みなみっこまつりの
開催についてのご案内
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　日頃より、地域の皆様におかれましては、相模原南児童
ホームの運営に対し、ご理解とご協力をいただき誠にありが
とうございます。
　第12回みなみっこまつりを2025年10月26日（日）10時～
13時30分で開催することになりました。新型コロナウィルス
感染症が日本全国に蔓延し、昨年までは相模原南児童ホー
ム内のみで開催しておりましたが、今年は、地域の皆様にも
ご案内し、盛大に開催することになりました。
　是非、万障繰り合わせの上、ご来場いただけると幸いです。

　今年のみなみっこまつりのテーマは「おもいやり」です。
「おもいやり」をもった「おもてなし」やメッセージをおまつり
で発信していきます。こどもたちが考案した飲食メニューや
ステージ発表等盛りだくさんの企画を考えています。
　こどもたち、職員一同、皆様のご来場をお待ちしております！

株式会社 セクメット 瀬戸 誠　様／金 徳信　様／豊浦 正道　様／相模原シティ
ライオンズクラブ 会長 立澤 秀光　様／相模原南地区更生保護女性会 会長 菊池 由喜子　様
／日広建設 株式会社　様／株式会社 ザ・シティ相模大野店　様／ダシーズ　様／
千葉 茜　様／MICHELLE SIMMER　様／関東アイスクリーム協会　様／株式会社 
Gen Mark Corporationサンラッキー相模原店　様／一般社団法人 RINGONOTANE　様
／一般社団法人 諸磯ヨットオーナーズクラブ 会長 三浦 弘　様／神奈川県遊技場
協同組合様／金子 洋之　様／梶原 李紗　様

　２０２５年５月に受講した研修を継続して、啓発のための新
たな資料作りを進めています。この資料は、こどものために
何かしたいと考える方が、こどものための様々な活動の種類
や内容があると理解できること、活動のための連絡先が示し
てあること。この活動のうちの一つには里親があることをお
知らせしたいために作成しています。
　７月には（この資料の仮名）「こどもサポートナビ」の作成に
ついて社会福祉協議会と打ち合わせし、8月より担当の方や
相模原市、さがみの里親会、相模原南児童ホームと協力して
会議を実施し、2025年度内に（仮名）「こどもサポートナビ」
として完成させたいと思っています。

　8月3日（日）には、相模原市民会館で里親体験談を開催し、
市内の里親さん2組に体験談を発表していただきました。
　当日は、19名（市民、学生、児童相談所職員、施設職員）の
参加がありました。

毎月市内のどこかで活動すること、活動が難しい時にはZOOM開催

相談会を実施する等を考え、啓発活動を行っています。

市民の皆様に里親制度を広めるこ

とはもちろん、里親さんになって、

こどもの幸せのためにご協力いた

だく方を募集しています。

ふうせんかずらの活動報告

インスタグラムを
はじめました
相模原南児童ホームの
日常の様子をご紹介し
ています！

10/4 （土）
10/5 （日）

アリオ橋本（イトーヨーカドースペース）
〃

10時半～17時
10時半～16時半

9時～15時半

10時～15時半

10時～15時

相模湖ふれあいフェスタ

ほかほかふれあいフェスタ2025

相武台ふるさとまつり

10/5 （日）
10/11（土）
10/19（日）

10月の啓発活動予定

①

②

③

④

2025年8月3日（日）里親体験談の様子

　実際に活動する方の体験談には、『貴重なお話を聞けて良かっ
た。』等の感想が多くありました。
　10月の里親月間で啓発する会場を下記の通りご案内致します。



ベランダで水遊び

子ども達の生活の様子

　乳児の場合は児童と異なり学校等も無いため、夏休みも普段の日程
と大きくは変わらない事が多いです。しかし、連日の猛暑によって散歩
の様子は変化があります。涼しい時期であれば最寄りの駅まで電車を見
に行くことや施設周辺を散歩することができますが、夏休みは猛暑のた
め地域交流室やユニット内での遊びが中心となってしまいます。
　しかし、このような猛暑の夏だからこそできる行事もあります。例とし
て水遊びがあり、ベランダに簡易プールを出し、プール用のおもちゃで
遊んでいます。子どもたちは毎回ずぶ濡れになるまではしゃいでいて、
楽しみ方もそれぞれです。例えば頭から水を被るのが好きな子や、じょ
うろでシャワーのようにする子、全身プールに浸かろうとする子、ゆった
り水に浸かる子など様々な遊び方をしています。
　その他にもスイカ割りや海老名駅で雪遊びなど様々なイベントを行
いながら夏休みを過ごしています。（乳児課　富永）

水族館に遠足に行きました
　6月30日（月）に新江の島水族館に遊びに行きました。子ども達は色々
な魚の水槽に大興奮で嬉しそうに水槽の魚たちに呼びかけていました。
　イルカのショーやタッチプールも手を叩いてはしゃいでいました。一
通り館内を回った後は水着に着替えて近くの浜辺で水遊びを楽しみま
した。
　初めて見る、体験する海に怖がる事を予想していたのですが、殆ど怖
がる様子もなく、波や砂が顔にかかっても気にせずに、走り回って遊ん
でおり、帰り支度を告げるととても残念そうにしていたくらいでした。　
また、当日は暑すぎる事なく、丁度よい気候で過ごしやすかった事もあ
りますが、現地到着から帰りの車に乗るまで元気に楽しく過ごすことが
出来ました。（乳児課　金井）

流しそうめんを楽しみました
　7月24日（木）子ども部会の行事の一つである、流しそうめんを行いま
した。当法人内の事業所より立派な竹をお借りし、毎年相模原南児童
ホームの地域交流室で行っていますが、子どもたちも毎年楽しみにして
いる行事でもあり大盛り上がりでした。そうめん以外にもオクラやミニ
トマトも流し、掴むのに苦戦している子もいましたが、掴めた時にはとて
も嬉しそうにしている様子が見られました。
　そうめんとは別でこちらも毎年「みかんの木（こども食堂）」さんから
かき氷機をお借りし、子ども達は色々なシロップをかけて食べていまし
た。
　来年も子どもたちと協力しながら流しそうめんが実施できるよう
計画を立て楽しい夏を過ごせるようにしていきたいと思います。
（児童課　関）

　  このたび、栄養管理係の職員として拝命致
しました岸 美咲と申します。子どもたちが
毎日安心して食事を楽しみ、健やかに成長
できるよう栄養バランスはもちろん、季節
を感じられる工夫を取り入れた献立作りに
努めてまいります。基本的に直接調理に携わ

ることはありませんが、“今日のごはん楽しみだ
な”と思ってもらえるよう、少しでも子どもたちの生活を豊か
にできれば嬉しいです。まだ学ぶことも多々ありますが先輩
方からご指導いただきながら成長していきたいです。よろし
くお願い致します。（栄養管理係　岸）

　  こんにちは。このたび、男子児童課の職員
として拝命致しました前田梨音と申します。
まだ未熟ではございますが、一つひとつの
業務を丁寧に取り組み、経験を重ねながら
学びを深めていきたいと考えております。
子どもたちが安心して自分らしく生活を歩ん

でいけるよう責任感を持って取り組んで参りま
す。今後ともどうぞよろしくお願い致します。
（児童課　前田）

よ りだ職 員

職員紹介

高校生の活動支援

一人暮らし体験 就職活動支援
　現在、女子ユニットでは卒園後の自立に向けて当施設１F
にある親子室にて、一人暮らし体験を行なっています。一週
間、ユニットから離れて一人で全て家事などに取り組み、生
活します。食事面では決められた予算の中で献立を自分で
考え、買い物に行っており、一人暮らしにより近い環境を
作っています。また、ありがたいことに地域の企業様から
一日アルバイトのお話をいただける事も多く、アルバイト体
験の少ない子、未経験の子を主に参加させていただいてい
ます。そこでは梱包などの一人で行なう単純な作業からお
客さんに声を掛けるイベントのお手伝いなど様々あります。
　最初は緊張した面持ちで出発していましたが、帰ってきた
時にはニコニコと笑顔で出来たことや楽しかったことなどを
話してくれました。
　地域の方々から日々たくさん支援を頂いています。その
ような機会を大切にし、様々な経験から、自分のやりたいこ
とや出来ることなどを見つけ、自分の進路を見つけて欲し
いと思っています。（児童課　杉山）

　私は高校生の就職活動の支援を行っています。今年度の取
り組みとしては、春にはハローワーク見学、自己分析の取り組
み、５月には一人暮らし体験、７月から求人票が解禁となった
ので、高校生と一緒に見学先の選定、見学後の振り返りを
行っています。
　支援するにあたって私が意識している事は、高校生たちが
どうしたいのかを元に一緒に考えています。
　自分のやりたい事、給与、勤務先、待遇等、高校生たちが将
来どんな自分になりたいか、どんな大人になっていたいかと
いう自己実現に伴走する形で支援を行っています。
　高校生たちも見学に行って「ここがイメージと違う」「ここ
は良かった」など自身の感想を話してくれるので、高校生たち
の実感に寄り添いながら、支援者としての意見を伝えていま
す。今後も高校生たちが３月に胸を張って卒業・卒園を迎えら
れるように支援していきます。（児童課　鈴木）
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